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 ＪＡみなみ筑後冬春なす部会ＩＣＴ研究会では８月２日に、ＪＡ柳川なす部

会ＩＣＴ研究会では８月４日にスマート農業研修会それぞれ開催しました。両

研究会は、５年前から環境測定装置「あぐりログ」などを活用した環境モニタ

リングと生育診断による冬春ナスの収量向上に取り組んでいます。 

ナス栽培において LAI（葉面積指数）を把握することは、十分な光合成量を

確保することにつながり、今後の活用が期待されています。 

今回の研修会では、農林試筑後分場が受光量向上技術と LAI について情報提

供を行い、普及指導センターが令和３年産を振り返りながら、冬春ナスの LAI

と収量の関係および LAI を意識した栽培管理について報告しました。 

参加した生産者は、「受光量向上の被覆資材はどのようなものがあるか？」、

「果実の着色不良を防ぐために意識すべきことは何か？」等、活発に情報交換

を行っていました。 

 普及指導センターでは、今後も新たな技術について速やかに生産者と情報共

有を行い、ICT 研究会の活動及びナスの収量向上を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

普及指導センターよりLAIと栽培環境

の関係について報告 

農林試筑後分場より受光量向上技術

開発について報告 


